【講義５】蔵書印について ―篆書の読み方 by 青田 寿美

















◎ 蔵書印 ……コレクターが自らの蔵書に捺してその所有を示す印影 
○ その他の印影                 
    落款印 遊印（詞句印） 仕切判（店判） 住所印 貸本印 仕入印 


















   読むためのツール（後掲の［参考文献」webサイト ［附録］篆書字形表／難読
篆書字形表 参照）を活用し、極力簡便に、しかし読もうとする努力は惜しまない。 
② 一部読めない箇所を含む印影 
   わかる情報の足し算で推読する。基本的には、篆書体の部首の特徴を覚える → 
見慣れる → 篆字を覚える → 読める の繰り返しで上達。くずし字の学習と同じ。 
③ 痕跡でしかない印影 














○ 印影の "ありそうな場所" を知る 







- 3 - 
 
（２）webツールを使いこなす 
○ NIJL「蔵書印データベース」の特性や後掲する webサイトの活用術を体得する 
    ↳採録項目：１レコードにつき最大 31 のテキスト項目と印影等の画像で構成 




［典籍情報］    典籍 ID、書名、書名よみ、著者、刊記、所蔵先、請求記号 
［その他］      レコード ID、典拠資料、典拠資料 URL、備考、画像有無 
［画像］        印影（他、押捺箇所見開き丁・印材等） 
 




（１）鮮明だが読めない印影   ※判読ポイントおよび留意点 
①             ②             ③ 
               
※部首等の「部品」検索、頻出の難読字、「蔵書印データベース」検索フィールドの活用 
④            ⑤             ⑥ 
 
※九畳篆や金文の書体に慣れる 
⑦           ⑧    ⑨          ⑩ 
    
※頻用される用語、特徴的な文字や用法（回文印・踊り字）に慣れる 
練習問題 
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⑪            ⑫          ⑬                    ⑭ 










［印文（１）読み］  ※（２）は講義中で 
①聴雨軒蔵書記 ②作並氏錦綗堂図書記      ③神垂祈祷冥加正直 
④内府図書之印 ⑤和田          ⑥友鳳子蔵書 
⑦精堂主人  ⑧日野西家蔵書     ⑨山高水長        ⑩慥々斎図書 















■webサイト   ※一部、広告等が表示される民間・個人運営サイトを含む 
□漢字の「部品」（「部件」）検索 
・字源 - jigen.net -     http://jigen.net/ 
・CHISE IDS 漢字検索   http://www.chise.org/ids-find 
・漢字古今字資料庫    http://xiaoxue.iis.sinica.edu.tw/ccdb?ccmapcode=4 
□篆書字形・書法検索 
・篆字部首検索システム  https://base1.nijl.ac.jp/~collectors_seal/seal_script/ 
・篆書データベース検索  http://codh.rois.ac.jp/tensho/search/ 
・書法大師 - 国学大師     http://www.sfds.cn/ 
・書法字典      http://www.shufazidian.com/ 
□金文・甲骨文等の検索 
・漢字古今字資料庫    http://xiaoxue.iis.sinica.edu.tw/ccdb?ccmapcode=2 










・「蔵書印 DB」（高麗大学校海外韓国学資料センター） http://kostma.korea.ac.kr/ 
□AI-OCRによる文字認識 
・「AI手書きくずし字検索」http://ai-kuzushiji.net 
・「字鉴」     https://api.shufashibie.com/page/index.html 
 
※検索サイトを効率よく横断的に使いこなし、判別のヒントや情報を繋ぎ合わせ判読を行う 






華 雲 為 爲 卿 𠨍 田 山 台 臺 堂 㙶 
    
    
      
※1 
 
友 艸 竹 朋 鳳 鳥 島 隝 天 而 
       
     
    
 ※2                    ※1 
 
※1  印文全体で判断する 
※2「双」と混同しないこと 
附録・篆書字形表／難読篆書字形表 
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心 也 平 乎 月 舟 日 曰 
     
   
   
 
■省文篆（画数が減っているもの） 
従 從 隱 隱 以 垂 𠂹 学 學 宝 寶 無 无 香 㿝 
     
 
斎 齋 蔵 藏 淵 囦 塊 𠙽 国 國 𡇅 梅 楳 某 法 佱 軒 
 
   
 
■繁文篆（画数が増えているもの） 
和 龢 仙 𠑗 古 𠖠 善 譱 地 墬 本 㮺 法 灋 軒 
   
 
※本稿は JSPS科研費 JP18H05304 / JP20K20325（研究課題：蔵書印データベースの高次
利用に向けた情報拡充と篆字学習インターフェイスの開発）による成果の一部を含む。 
2021/03/31増補





























































































　※ 本資料はJSPS科研費 JP18H05304 / JP20K20325（研究課題：蔵書印データベースの高次利用に向けた情報拡充と篆字学習インターフェイスの開発）の助成を受けたものです。
2021/03/31増補



































































　※ 本資料はJSPS科研費 JP18H05304 / JP20K20325（研究課題：蔵書印データベースの高次利用に向けた情報拡充と篆字学習インターフェイスの開発）の助成を受けたものです。
2021/03/31増補








　※ 本資料はJSPS科研費 JP18H05304 / JP20K20325（研究課題：蔵書印データベースの高次利用に向けた情報拡充と篆字学習インターフェイスの開発）の助成を受けたものです。
 2021/03/31増補



















































































  ※ 基本の部首を中心に取り上げた。
  ※ 本資料はJSPS科研費 JP18H05304 / JP20K20325（研究課題：蔵書印データベースの高次利用に向けた情報拡充と篆字学習インターフェイスの開発）の助成を受けたものです。
 2021/03/31増補




























  ※ 基本の部首を中心に取り上げた。
  ※ 本資料はJSPS科研費 JP18H05304 / JP20K20325（研究課題：蔵書印データベースの高次利用に向けた情報拡充と篆字学習インターフェイスの開発）の助成を受けたものです。
① 鮮明だが読めない印影
* * * 読める文字と印影情報（印文出現位置・印文文字数・印文行数・陰陽・形状 等）を、NIJL「蔵書印データベース」 http://base1.nijl.ac.jp/~collectors_seal/ の「詳細検索画面」で検索 * * *
蔵書印文……「□□屋文庫」 → 検索ワード入力「屋文庫」or「／屋／文庫」







下掲 B. や C.～ F. の webサイト、あるいは冊子体の印譜類で検索し、確認・確定。
② 一部読めない箇所を含む印影
* * * わかる情報の足し算で推読 * * *













* * * 塗り消し、擦り消し、紙片貼付、重ね捺し、虫損、汚損、破損 等を "なかったこと" にしない * * *
○典籍に捺してある他の印から推読。（a）甲コレクションがまとまって乙コレクションに入る等のケース散見、甲印が墨滅されていても乙印があることで類推できる可能性あり。
（b）同一印主が複数印を捺すケースあり。





A. 字源 - jigen.net - http://jigen.net/ 「部品」検索
B. 篆字部首検索システム https://base1.nijl.ac.jp/~collectors_seal/seal_script/ 漢字（1文字）検索、複数の部首検索にも対応（漢字構造をスペースでつなげる）
C. 篆書データベース検索 http://codh.rois.ac.jp/tensho/search/ 篆書字体データセットを、文字または文字コードで検索
D. 書法大師 - 国学大師 http://www.sfds.cn/ 「漢字」検索
E. 書法字典 http://www.shufazidian.com/ 「篆刻」検索
F. 漢字古今字資料庫 http://xiaoxue.iis.sinica.edu.tw/ccdb?ccmapcode=4 「字形」検索、部品は楷書の「部件」検索を利用
［参考資料］蔵書印検索チャート ―判読不能印の識別から印文判読へ―
「百足屋文庫」
嵩山堂青木恒三郎の所用印
「久志本」
久志本常彰の所用印
（『新編蔵書印譜』所載）
『漢篆千字文』
「游焉館図書」
府内藩藩校・遊焉館の所用印
